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私のワークライフバランス
　研究会や学会への参加といったア
ンオフィシャルな自己研鑽の機会を含
む仕事の時間と，それ以外の私的な
時間，その中間もあわせたこれまでの
人生すべての時間の体験が織り重な
って，「今ここ」の私という身体と私の
身体感覚が形づくられています。ちな
みに，このような見方や考え方は臨床
技法であるフォーカシングを考案した
ジェンドリンの哲学から学びました。そ
して，その身体でもって臨床や研究の
場に立ち，同じように生きている身体
を持つ目の前の人（あるいは誰かが
過去に発信したもの）と交流をし，そ
の瞬間に今までなかった何か新しいも
のが生まれるのを目の当たりにしたと
きの驚きと感動は，私の人生にとって
かけがえのないものです。
さて，本稿のテーマは「私のワー

クライフバランス」でした。一般的
に語られる際の意味とは少し異なる
のかもしれませんが，今の私にとっ
てのワークとライフは「ライフがワ
ークを紡ぎ」「ワークがライフを豊
かにする」という循環関係にありま
す。この関係は，私自身の研究テー
マである科学者－実践者モデルにお
ける科学と実践の関係に似ているの
かもしれません。これからも，いた
だいたお仕事と日々の生活を大切に，
臨床と研究の両立の道を歩んでいき
たい，と考えています。

山梨英和大学人間文化学部助教

小田友理恵

普段より臨床，研究において「ライフ」に関わっていらっしゃる小田先生。
臨床・研究と日々の生活との，身体を通した結びつきの大切さを語って
いただきました。

私のワーク×ライフサイクル

ると，ライフに関係しないワークは
この世には存在しないとも言えます
が）。そのため，学問としての臨床
心理学は，その主たる基盤を研究論
文や学術書に求めますが，それらだ
けでは決して成り立たず，大学や大
学院のカリキュラムには実習や演習
の科目が組み込まれています。
　日々の生活が生命を支え，人生を
織りなしていくことを考えると，ライフ
の根幹は日々の生活にあるのだと，当
たり前のことながら近頃気づきました。
衣服を身につけ，食べものを準備して
（あるいはしていただいて）食し，土
地と家に住まう。家族や友人とともに
時を過ごす。美味しいものを味わう。
テレビやインターネット，本などで新た
な世界や異なる価値観に出会う。趣
味のコミュニティに参加する。エンタ
ーテインメントや芸術作品など誰かの
創造性に感情を揺さぶられる。旅に
出て知らない土地を訪れる。運動し
て自分の身体と向き合う。動植物や
自然に接する。笑ったり泣いたり怒っ
たり。時には疲れたり，落ち込んだり，
打ちひしがれたり。それでも，誰かの
存在や優しさに救われて，また少しず
つ立ち上がる。そして今度は自分自
身が誰かの力になれるようにと願う。

　私の研究テーマは，臨床心理学に
おける科学者－実践者モデルです。
資格取得のために入学した大学院で
抱いた，臨床をするのになぜ研究を
しなくてはいけないの？　という素
朴な疑問から探究が始まり，今に至
ります。そしてありがたいことに現
在，私の「ワーク」は臨床実践とそ
の研究（および教育）です。
ライフにはご存じのとおり生活・

生命・人生といった意味があります
が，私のワークはまさに「ライフ」
に携わるものであると意識させられ
ることが多くあります。臨床では，
相談にいらっしゃる方々や一緒に働
く方々と過ごす時間の中でそのこと
を実感しています。また，研究でも
ライフを扱っていることにあらため
て気づかされる瞬間があります。臨
床心理学史の研究では臨床心理学と
いう学問の歴史を紡いできた先達の
生き様を知り，質的研究ではインタ
ビュー調査やテクストデータから研
究協力者の人生の一端に触れ，量的
研究では統計処理をとおして得られ
た結果からある集団の声なき声が聞
こえるような気がしました。臨床も
その研究も，人々のライフそのもの
に触れる性質を持ちます（よく考え
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